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1. CASTOR® geo26JP型の設計の概要

2. 安全設計に関する方針及び評価

3. 設置許可基準規則への適合性

4. 今後のスケジュール

本日の説明内容
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1-9 CASTOR® geo26JP型の設計の概要 - 材料一覧表

項目 材料

主な材料

キャスク本体
球状黒鉛鋳鉄
ポリエチレン
ステンレス鋼

胴(ガンマ線遮蔽材)
中性子遮蔽体
トラニオン
蓋部

ステンレス鋼
ステンレス鋼
ポリエチレン
クロムモリブデンバナジウム鋼
クロムモリブデンバナジウム鋼

一次蓋
二次蓋
中性子遮蔽材
一次蓋ボルト
二次蓋ボルト
バスケット

ステンレス鋼
ほう素添加アルミニウム合金

バスケットプレート
熱伝導及び中性子吸収材

内部充填ガス ヘリウムガス
シール材 金属ガスケット

型式証明申請書添付資料１ 第1-1表
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1-10 CASTOR® geo26JP型の設計の概要 – 貯蔵方法および設計条件

貯蔵方法及び設計条件

兼用キャスクの設計貯蔵期間 60 年

兼用キャスクの貯蔵場所 貯蔵建屋内

兼用キャスクの貯蔵姿勢 たて置き

兼用キャスクの設置方法 基礎等に固定する

兼用キャスクの固定方法 貯蔵架台上に固定装置を用いて固定

兼用キャスクの重量(使用済燃料集合体を含む) 約117 t

兼用キャスクの主要寸法 全長：約5.0m、外径：約2.5 m

貯蔵区域における兼用キャスク周囲温度 最低温度 -22.4℃、最高温度 50℃

貯蔵区域における貯蔵建屋壁面温度 最高温度 65℃

貯蔵区域における兼用キャスク配列ピッチ寸法 3.5m以上
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 使用済燃料集合体の仕様

1-11 CASTOR® geo26JP型の設計の概要 - 収納物仕様(1)

項目 仕様

使用済燃料集合体の種類
17×17 燃料 15×15 燃料

A型 B型 --

形状
集合体幅 約214 mm 約214 mm

全長 約4100 mm 約4100 mm

重量 約680 kg 約670 kg

燃料集合体
１体の仕様

初期濃縮度 4.2 wt%以下 4.1 wt%以下

最高燃焼度 48,000 MWd/t以下 48,000 MWd/t以下

冷却期間 12年以上 12年以上

兼用キャスク１
基あたりの仕様

収納体数 26 体

平均燃焼度 48,000 MWd/t以下

崩壊熱量 18.0 kW以下

型式証明申請書添付資料１ 第1-2表 PWR燃料集合体
（引用：三菱原子燃料HP）
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 基準:

 結果

• 評価により、すべての構成部品の温度は設計基準値を下回る。

2-7 安全設計に関する方針及び評価-除熱機能(2)

コンポーネント 設計基準値 設定理由

燃料被覆管 275 °C クリープ破損及び機械的特性の低下がない温度

胴、蓋部 350 °C

安全機能及び構造強度を維持可能な温度
中性子遮蔽材 160 °C

金属ガスケット 250 °C

バスケット 250 °C
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 長期健全性の評価において考慮される影響

• 放射線・放射線による劣化

• 熱劣化

• 腐食による劣化

 長期健全性評価対象品目

• キャスク本体と蓋

 キャスク本体、一次蓋、二次蓋、蓋ボルト、トラニオン、中性子シールド

• 金属ガスケット

• バスケット

 基準：

• 設計貯蔵期間中に材料健全性に影響のないこと。

 結果:

• 影響が無いことを確認している。

2-12 安全設計に関する方針及び評価-長期健全性
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設置(変更)許可申請における別途確認を要する条件

 変形した場合においても、安全機能が損なわれるおそれがない地盤であること。

 変位が生ずるおそれがない地盤であること。

3-4 設置許可基準規則への適合性
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 CASTOR® geo26JP型は、地震の発生によって崩壊が生ずるおそれのある周辺斜面のある場所に設置しない設計と
する。

 したがって、CASTOR® geo26JP型は、第四条第６項及び第７項に適合しており、発電用原子炉施設の安全性に影響
を及ぼさない。

設置(変更)許可申請における別途確認を要する条件

 地震時、周辺施設等からの波及的影響によりCASTOR®geo26JP型の安全機能が損なわれるおそれがなく、発電用原
子炉施設の安全性に影響を及ぼさないこと。

 地震の発生によって崩壊が生ずるおそれのある周辺斜面のある場所に設置しないこと。

3-6 設置許可基準規則への適合性
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設置(変更)許可申請における別途確認を要する条件

 兼用キャスクの周辺施設が、基準津波に対して安全機能が損なわれるおそれがないこと。

3-8 設置許可基準規則への適合性
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 CASTOR® geo26JP型の設計条件を設定するに当たっては、劣化等に対しても十分な余裕を持って機能維持が可能と
なるよう、設計貯蔵期間中の温度、放射線等の環境条件を考慮し、十分安全側の条件を与えることにより、これらの
条件下においても期待されている安全機能を発揮できる設計とする。

 CASTOR® geo26JP型の設計条件を設定するに当たっては、それらの健全性及び能力を確認するため、その安全機
能の重要度に応じ、設計貯蔵期間中に試験又は検査ができる設計とする。

 したがって、CASTOR® geo26JP型は、第十二条第１項、第３項、及び第４項に適合しており、発電用原子炉施設の安
全に影響を及ぼさない。

設置(変更)許可申請における別途確認を要する条件

 なし

3-12 設置許可基準規則への適合性
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ご清聴ありがとうございました！








